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に張力変化を及ぼす筋肉であり，特に中間広筋膝寵
筋の影響が大である。以上の知見にもとずいて，各
靭帯，各筋肉の張力変化が関節神経の discharge 
をどの様に変えるかを追求して行乙うと思う。 
5. 各種膝関節疾患に於ける関節液の研究
千大大学院新井多喜男
関節液特有のヒアルロン酸について Elson-
Morgan法で各種疾病について検査し，叉同時に，
総ヘキソサミン値及び上澄ヘキサミン値を定量し 
た。その結果化膿性疾患では， ヒアルロン酸グルコ
サミン値は，低下が著るしく， リウマチ症』でも低下
が見られる。叉急性外傷性関節炎， リウマチ症でも
慢性K比較して低下が見られ上澄ヘキソサミン値も
低下を示す。
関節液の Vc値は， Dinitrophenyl hydrazin 
法で測定したがリウマチで総 Vcが低値を示し酸
化型 Vcと大差が見られない。 しかし変形性関節
炎や外傷性関節炎では，総 Vcが高く酸化型は低
値を示した。叉関節液l乙ヒアルロニダーゼを加えた
ものとヒアルロニダーゼ、十Vc10mgを加えたもの
との粘度の比較を見るに，前者は，後者よりはるか
l乙粘度の低下が見られた， Vcがヒアjレロニダーゼ
作用を抑制すると思われる。
実験Eとして，濯紙電気泳動を試みたが血清と比
較して大差はみられずリウマチ，化膿性関節炎では
アルブミンの{J&下がみられた。 
6. ペルテス病の骨頭静脈撮影像知見(第1報〉
千大整形斯波 隆
ぺJレテス病l乙関して従来多くの研究が行はれ，そ
の成因に就て種々の見解が発表されているが未だ定
説を欠く現状である。併しその病理学的所見は骨頭
及び頚部の阻血性壊死を特色とする乙とは古くより
指摘されている。私は本疾患の骨頭の血液循環の解
明の一法として，骨頭の静脈撮影を施行したが，健
側骨頭が Retinacularvein の見事な走行に始り，
Medial femoral circum丑ex vein を経過する外
腸骨静脈系及びLig.teres内を走る Fovealvein 
を起源とする内腸骨系の完全なる静脈性循環を示す
静脈像が得られるのに比べて，患側骨頭が Retina-
cular veinの不規則， 不明瞭な造影を呈し， これ 
に由来する外腸骨静脈系の還流障害と更に， Fo-
veal veinの造影像皆無の内腸骨静脈系高度の循環 
障害民基く Venoushypermia の状態にある興味 
ある所見を得た。これ等に関して症例を示し， 2，3 
の考察を試みた。
7. 好酸球性細胞骨肉芽腫の一例
千大大学院石川正士
患者は 1才9カ月の男児で版行及び左大腿部腫脹
と圧痛の主訴にて来院， レ線上，左大腿骨々幹部に
比較的境界明瞭不均一の骨透明像があり且つ骨膜肥
厚著明で紡錘状に肥大している。末梢血l乙好酸球の
増多はないが軽度の貧血を見る。叉，血清アjレカリ
フオフフアターゼの増量がある。掻腿術はより灰赤
色柔軟な肉芽様組織を得，好酸球細胞の集合，細網
内皮系統に由来すると思われる細胞，線維芽細胞等
があって組織学的に好酸球性骨肉芽腫の診断を得 
Tこ。当時他の骨l乙レ線上異常はなかったが，術後 
2，5月の検診で左前頭骨l乙小指頭大の骨透明像を見，
皮切下バイオプシーに依り前記したものと同様の組
織を得た。叉，この時，肝牌の肥大を認めている。
以上の如く本例は左大腿骨次いで左前頭骨に時を違
えて出現した多発性の好酸球性骨肉芽腫であり，治
療の方針等目下検討中の症例でゐるが，本邦第 17
例目の症例として報告し， 2，3の考按を試みたもの 
である。 
8. 教室骨腫蕩のレ線的研究
一特に非特異性骨炎症との対比を中心として
千大整形鹿山徳男
教室5年間の骨腫湯 108例中長管骨民生じた骨嚢
腫 7例，巨細胞腫7例，骨肉腫8例の計22例及び
同期間中に何れも手術的に確認し得た 28例の慢性
骨膜骨髄炎のレ線像を対比検討した。乙れを病的機
転と“場"との反応機転とに分析して理解する為に
骨端線に関する知見，病巣部陰影，病巣部以外の骨
膜骨皮質，骨髄陰影，病巣境界陰影，骨変形像，骨
髄病巣と骨膜，皮質の位置的関係，骨軸と病巣拡大
方向との関係，の諸点について調べた。先ず骨端線
との関係を見ると，骨嚢腫，骨肉腫ではその機転が 
軟骨層で停止の傾向が見られた。叉病巣部陰影では
骨肉腫では限局性濃淡混在不規則像を呈し骨炎症で
は瀬漫性濃厚浸潤像が特徴的であった。叉骨膜反応
性骨は骨肉腫例全{9Ji乙認められたが骨炎症例でも 
28例中 3例l乙不規則少量のものが認められた。 こ
れらの諸変化を通じて見られる事は病理形態学的な 
Polymorphism がよく“レ線的"の Polymor-
phismと一致する事である。
